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慈嬢除草の時期,お;獄 と苗木¢生育との驚係

林業苗畑の雀力牝 とい うき化学的た藤草獄御であるところの除革潮の適用のみを問題 と

する傾向が強 ぐ.生 態的な除葦方法の辞究は不充分であると言糞る。庫試験は このような

藪点 よ}も る時期の雑草の有無ガ醤ホの生育生存にどの ような影響を与タるか∫いいか跨

ると,ど の時期の除草が蝦も勘果的であるかを弱らかにナることを§的 としてヒィキの播

種床に於1ハて行力つを○

方 法

試欝区ぼ粕屋濫焔の 搾6湾 年5月 掻種の ヒノキ鑑種床に設定 した。ところでヒノキの

雌 に難 樹発生当初 よ順 郵 での騨 力・とぐに辮 するものと考ん ヒノキ稚樹の 時

発生 ・生長の経邉か ら考2て ζの期聞 を初期 蕊く羅麟 発生 。生長期).中 期B(生 長旺

盛期)、 後糊O(弦 長緩慢期)の ろつに大別,こ の三つの期間の除草の組み合せの試験

区を設けた穏3区 の大 きさ5oik59er,.5鶴 反覆とした。雑葦は絶i乾霊を.ヒ ノキは

堀取 り後生 ・乾重,笛 高及び根長 を灘定 した。

辱結 果

ユ

1)雄 草量

除草量はその数値か らみて雑草のごく小さい時に除葦されているので ヒノキの生長

への影響は無視 して よい と考ズ られる。従つて除草期間外に発生 し允接存雑草量が成

長に影響を尋陵る艇草量であると考ヌ られる。残存雑草量は全期除草のABOを 除け

ぱηC《AB=ACくAくB〈C<Controiの 順 となり中期 と後期の除草区BCが

最 も雑草発生量が少表い ことがわかる。雑草量 こ生胃量の問には一般的に雑草量が大

選く潅る程 ヒノキ生育量が減少するとい う当然 の傾向がみ られた。

2)除 草時期 とヒノキ生育 との潤係

生育餐の差の有意差検定 をしてみると全期除草のABG区 に対 して生育本数,平 均



個体重,生 重量はAB,BC,B区 を除いていずれも有意差を示 した。 この中期の除

草を含む処理区の生存本数,生重量,平 均個体重が全期除草区のそれ らと有意差がない

ことは中期の除草効果がこれ らの生育量に極めて大 きぐ働いたものと考陵られる。こ

の点をより明 らかにするため生重量について分散分析を行なつた結果,処 理閥に有意

差が認められた。この処理間の有意性が何に原因しているのかを検討するとB(中 期

除草)の 主効果のみが著 しぐ有意であることがわかつた。このことよ豊生育量の有意差

検定のさいABC-・-AB。ABC-BCに 有意差の認め られなかつたことは,AB或

いはBCの 交互作用の効異ではなくして全 くBの 主効果に起固するものと考ズ られる。

以上の試験結果 より次の諸点が詣摘で きる。雑草害を生存本数,重 量成長の低下と考

ズれば,生 育初期に壽ける雑草の存在は殆んど害作用を示さない。同様 に夏季後半の

雑草の存在 もそれ程顕著な害を示さないが,ヒ ノキの成長経過 よりみてその成長の,

とくに伸長 の一つのピークに当る夏季前半の生育中期の雑草の存在は ヒノキの生育生

長 に決定的な害作用を与身るものと考身 られ る。

2.床 替の時期 と苗木の生育 との関係

粕屋演習林では5弓 年度 より苗畑部門!グ6ケfiEE用 の職員`t名 を採用 しその作業 を憩当

せ しめるようにしたが.林 業芭畑作業は年度を通 じてみると一一殻 に2,葱 刃かち1、9月 と

くに春先の2㌻5月 に作業が集中 し冬季は殆んど苗掘の作業はないとい うのが善通である。

したがつて冬季の仕事をいかにするかという筒題が生 じてきた。そこで従来2月 甲旬から3

月上旬1(か けて行なつてきている床替を別の時期にず らすことが出来ればこの問票解決の

一方法にもなううると考涛 られるため ,床 替のちがいが苗木の活着,生 育にどの 」・うに影

響するかを明 らかにするため,ヒ ノキ,マ ツ1年 生床替苗 を用い10月,口 月,12月

1.月,2月 及び5月 の各時期に床替を行宏い,そ の苗六の活着,生 育をしらべ るための試

験地を設定 した。

c森 林土 壌に関 す る研 究

北九州 におけ る品種 と立地要 因 の解析

宮島 寛 ・ 汰 木 達 郎

既往のスギ品種の成育状態 と立地条件 との関孫を明 らかにするため現地調査を行な うとと

もに,土壌 条件については母材を異にする模型立地を設け品種の立地要固に対する反慈を比


